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愛

篭
去
登
殿
群
識
ざ
、
叩
轟
誤
黛
誹
ぶ
り
．
寺
・
蕊
辞
誰
鈴
群
群
謎
・

良
温
泉
の
吉
良
観
光
ホ
テ

ル
で
、
去
る
１
月
ｐ
日
県

内
よ
り
邸
名
の
多
数
の
御

出
席
を
い
た
だ
き
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

板 第２５８号

、

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

の
新
年
懇
親
会
が
、
西
三

板
金
連
合
会
の
準
備
で
、

三
河
湾
が
一
望
で
き
る
風

光
明
美
な
天
然
温
泉
・
吉

懇
親
会
は
岡
崎
の
副
支

部
長
・
高
柳
一
男
氏
の
歯

切
れ
の
良
い
司
会
で
、
定

刻
よ
り
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

開
会
の
辞
は
、
西
三
板

金
連
合
会
顧
問
の
豊
田
・

松
井
住
氏
よ
り
宣
言
。

同
じ
く
西
三
板
金
連
合
会

会
長
・
西
尾
の
杉
浦
武
氏

の
歓
迎
の
挨
拶
。

愛
板
平
野
理
事
長
の
挨

拶
は
脂
が
乗
り
き
っ
た
理

事
長
の
今
年
の
抱
負
、
流

暢
な
話
術
に
拍
手
・
拍
手

来
賓
の
方
々
の
御
挨
拶
は

今
期
か
ぎ
り
で
勇
退
さ
れ

る
、
参
議
院
・
三
治
重
信

先
生
、
長
い
議
員
生
活
の

話
を
し
み
じ
み
話
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
時

間
を
も
ち
た
い
と
の
こ
と
。

長
い
間
組
合
と
中
央
と
の

御
力
添
え
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

尚
、
先
生
の
後
任
の
方
は
、

新
間
し
ょ
う
じ
氏
と
の
こ

と
で
す
。

つ
づ
い
て
、
県
商
工
部

工
業
振
興
課
長
・
奥
山
真

弘
氏
よ
り
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。

次
い
で
来
賓
、
メ
ー
カ
ー

の
方
々
の
紹
介
を
兼
ね
て
、

題

群’

り
久
し
ぶ
り
に
合
わ
す
顔

に
大
声
で
話
も
弾
み
、
仕

事
の
話
、
ゴ
ル
フ
の
話
な

ど
、
宴
も
す
っ
か
り
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

宴
た
け
な
わ
で
し
た
が
、

温
泉
に
入
る
人
も
出
は
じ

め
、
中
締
め
と
し
て
万
歳

三
唱
を
県
板
常
務
理
事
、

豊
田
・
甲
部
氏
の
音
頭
で

全
員
起
立
し
て
大
き
な
声

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ひ
き
つ
づ
き
、
宴
が
す
す

む
な
か
来
年
度
の
会
場
設

定
地
区
・
名
古
屋
の
村
上

副
理
事
長
よ
り
話
が
あ
り

一
年
後
の
再
会
を
約
束
し

…i撫鐸

』
門

■

処

閉
会
へ
と
す
す
み
、
閉
会

の
辞
は
、
県
板
常
務
理
事

の
岡
崎
・
石
原
氏
の
言
葉

で
、
新
年
懇
親
会
も
お
開

き
に
な
り
ま
し
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
で
始
ま
っ
た

昨
年
、
景
気
停
滞
が
さ
さ

や
か
れ
る
ま
ま
、
年
が
明

け
、
今
年
は
ど
の
よ
う
な

一
年
に
な
る
の
か
楽
し
い

新
年
会
の
な
か
に
も
、
組

合
員
の
方
々
の
胸
の
中
は

今
年
の
仕
事
や
景
気
に
対

す
る
、
不
安
や
期
待
が
入

り
交
じ
っ
て
い
る
こ
と
と

思
わ
れ
る
が
、
今
年
も
ヤ

ル
ゾ
／
と
の
意
気
込
み
が

繍識

患

I擬;K＃

灘鍵
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愛知県
板金工業組合

／

鴬

伝
わ
っ
て
来
る
な
か
、
三

々
五
々
帰
宅
の
人
と
な
り

ま
し
た
。

(1)平成４年２月１５日

西
三
の
役
員
さ
ん
の
ア
イ

デ
ア
に
よ
る
鏡
割
り
を
、

来
賓
・
メ
ー
カ
ー
の
方
々

の
囲
む
中
、
垣
上
に
お
い

て
平
野
理
事
長
、
問
屋
会

内
田
氏
、
西
三
板
金
連
合

会
・
杉
浦
会
長
の
三
氏
に

よ
り
高
柳
氏
の
〃
せ
い
の
〃

の
掛
け
声
で
割
ら
れ
ま
し

た
。ひ

き
つ
づ
き
、
亜
鉛
鉄
板

問
屋
会
の
内
田
氏
の
幹
杯

の
音
頭
で
祝
宴
が
始
ま
り

ま
し
た
。

木
の
香
り
が
す
る
鏡
割
り

の
升
酒
も
、
と
ぶ
よ
う
に

う
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
も
始
ま

灘
鮭



が
進
む
に
つ
れ
、
鏡
と
か

飾
り
金
具
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
屋

根
材
に
使
う
ほ
ど
薄
い
板

を
た
く
さ
ん
加
工
す
る
技

術
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。

記
録
に
よ
る
と
、
最
も

古
い
建
物
で
は
、
慶
長
焔

年
に
完
成
し
た
駿
府
城
の

天
守
閣
、
同
じ
慶
長
Ⅳ
年

（
皿
年
）
に
完
成
し
た
名

古
屋
城
が
あ
る
。
五
層
建

の
名
古
屋
城
は
一
層
目
は

本
瓦
葺
き
で
あ
っ
た
が
、

二
眉
目
以
上
は
す
べ
て
銅

瓦
葺
き
で
あ
っ
た
。
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
昭
和

印
年
（
“
年
）
５
月
辿
日

の
名
古
屋
大
空
襲
で
焼
け

落
ち
て
し
ま
っ
た
。
現
在

の
建
物
は
昭
和
拠
年
に
再

愛 板 平成４年２月１５日（２）

灘字

金
属
屋
根
に
は
、
最
も

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る

の
が
カ
ラ
ー
鉄
板
葺
き
で

あ
る
。
最
近
で
は
カ
ラ
ー

ス
テ
ン
レ
ス
や
ガ
ル
バ
リ

ュ
ゥ
ム
鋼
板
の
材
料
で
葺

か
れ
た
屋
根
も
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

金
属
屋
根
に
は
他
に
銅

板
や
鉛
板
が
あ
る
。
鉛
板

に
つ
い
て
は
後
で
触
れ
る

こ
と
に
し
て
、
日
本
で
は

最
も
旧
く
か
ら
使
わ
れ
て

い
る
銅
板
に
つ
い
て
書
い

て
み
る
。

銅
は
鉄
よ
り
融
点
が
低

い
た
め
加
工
が
し
や
す
く

適
度
な
堅
さ
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
昔
か
ら
武
器
と

し
て
刀
に
使
わ
れ
た
り
、

銅
鐸
の
よ
う
に
楽
器
に
使

わ
れ
た
。
ま
た
加
工
技
術

篭
震

へ農溌儒．
名古屋城

粉

「
雨
・
屋
根
・
水
」
を
考
え
る

Ｉ
金
属
屋
根
Ｉ

蝿
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と
と
も
に
素
材
メ
ー
カ
ー

で
も
屋
根
材
を
製
造
成
型
、

施
工
販
売
も
す
る
よ
う
に

な
り
、
今
や
大
型
物
件
の

獲
得
競
争
が
激
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
鷲
見

※
後
記
平
成
２
年
岨
月

「
三
晃
金
属
工
業
如
年
史
」

と
い
う
記
念
史
が
刊
行
さ

れ
た
。
昭
和
聡
年
に
創
業

さ
れ
た
金
属
屋
根
の
加
工

及
び
施
工
会
社
で
あ
る
三

晃
金
属
工
業
㈱
で
は
、
昭

和
弱
年
６
月
か
ら
社
内
報

「
三
晃
」
を
発
行
し
て
い

た
が
似
年
休
刊
、
昭
和
妃

年
１
月
か
ら
Ｐ
Ｒ
誌
「
三

晃
」
と
し
て
復
刊
さ
れ
た
。

そ
の
Ｐ
Ｒ
誌
「
三
晃
」
に

昭
和
製
年
か
ら
平
井
聖

と
い
う
先
生
が
「
屋
根
の

歴
史
」
を
５
年
間
も
連
載

さ
れ
て
い
て
、
単
行
本
も

出
版
さ
れ
て
い
る
。

私
も
こ
の
本
を
読
ん
で
ず

い
ぶ
ん
勉
強
に
な
っ
た
。
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か
つ
た
。

銅
板
の
他
に
は
鉛
板
が

あ
り
、
鉛
板
を
屋
根
に
使

っ
た
建
物
は
金
沢
城
に
付

随
す
る
櫓
と
か
門
が
あ
る
。

ま
た
日
本
で
は
あ
ま
り
使

わ
れ
な
か
っ
た
が
亜
鉛
板

が
あ
る
。
最
近
で
は
亜
鉛

合
金
の
錆
な
し
ル
ー
フ
と

言
う
材
料
が
使
わ
れ
て
い

る
。

鉄
板
が
屋
根
に
使
わ
れ

出
し
た
の
は
明
治
の
初
め

で
、
大
波
鉄
板
が
ア
メ
リ

カ
か
ら
輸
入
さ
れ
、
駅
の

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
使
わ

れ
た
。
日
本
で
の
製
造
は

大
正
末
期
に
八
幡
製
鉄
が

製
造
し
て
い
た
よ
う
だ
。

鉄
板
は
錆
び
る
と
言
う
先

入
観
か
ら
か
一
般
住
宅
に

は
な
か
な
か
普
及
し
な
か

っ
た
し
、
戦
争
が
起
き
る

た
び
鉄
は
軍
需
品
に
必
要

な
た
め
か
手
に
入
れ
る
こ

と
が
困
難
で
あ
っ
た
。

し
か
し
ト
タ
ン
屋
根
は
瓦

な
ど
よ
り
地
震
に
強
く
、

倉
庫
の
屋
根
な
ど
コ
ー
ル

タ
ー
ル
を
塗
っ
た
屋
根
が

多
く
見
ら
れ
た
。
ト
タ
ン

屋
根
が
普
及
し
て
き
た
の

は
太
平
洋
戦
争
後
で
あ
る
。

昭
和
肥
年
に
八
幡
製
鉄
か

ら
長
尺
鉄
板
が
発
売
さ
れ

た
が
、
巻
取
技
術
が
な
く

岨
尺
し
か
出
来
な
か
っ
た

こ
の
材
料
で
三
晃
金
属
工

業
㈱
が
大
波
ロ
ー
ル
成
型

機
を
開
発
し
廻
尺
の
大
波

ト
タ
ン
が
販
売
さ
れ
出
し

た
。昭

和
釦
年
２
月
に
は
現
在

の
よ
う
な
三
晃
式
真
木
な

し
瓦
棒
が
開
発
さ
れ
、
体

育
館
や
大
型
工
場
の
屋
根

に
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
師
年
７
月
に
は
実

用
新
案
登
録
が
さ
れ
、
責

任
施
工
が
営
業
基
本
の
同

社
が
大
き
な
物
件
で
は
独

断
場
で
あ
っ
た
。
一
般
住

宅
で
は
真
木
入
り
瓦
棒
が

多
か
っ
た
が
、
三
晃
式
瓦

棒
は
そ
の
優
秀
性
か
ら
一

般
建
築
で
も
採
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
各
地
で
類

似
し
た
施
工
を
す
る
業
者

が
出
て
き
て
ト
ラ
ブ
ル
も

増
え
て
き
た
。

昭
和
釦
年
代
に
入
り
世

は
い
ざ
凪
景
気
と
呼
ば
れ

る
高
景
気
に
入
り
、
瓦
棒

屋
根
の
需
要
は
益
々
増
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
甥
年
に
は
Ｓ
切
に

加
え
て
ル
ー
フ
デ
ッ
キ
が

発
売
さ
れ
、
ま
た
偲
年
に

は
Ｗ
知
が
発
売
さ
れ
た
。

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

で
は
、
広
報
紙
『
愛
板
』

を
昭
和
甥
年
７
月
に
第
１

号
を
発
行
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
が
、
こ
の
第
１

号
か
ら
も
伺
う
事
が
で
き

る
が
、
す
で
に
長
尺
委
員

会
を
発
足
さ
せ
て
指
導
・

研
究
・
調
査
お
よ
び
情
報
．

資
料
の
収
集
ま
た
は
提
供

な
ど
を
行
う
と
あ
る
。
ま

た
成
型
価
格
や
施
工
価
格

で
組
合
員
に
》
満
が
あ

建
さ
れ
、
屋
根
は
や
は
り

銅
瓦
葺
き
と
な
っ
て
い
る
。

駿
府
城
も
ま
た
完
成
し
て

妬
年
後
に
火
事
で
焼
け
落

ち
て
、
現
存
し
な
い
。

こ
の
他
に
古
い
建
物
は

日
光
東
照
宮
が
あ
げ
ら
れ

る
が
、
本
殿
や
拝
殿
は
建

造
当
時
は
桧
皮
葺
き
で
あ

っ
た
よ
う
で
、
屋
根
に
銅

板
が
使
わ
れ
た
の
は
回
り

を
取
り
巻
い
て
い
る
透
か

し
塀
だ
け
で
あ
っ
た
。
現

在
の
よ
う
な
銅
瓦
葺
き
に

な
っ
た
の
は
、
承
応
３
年

（
臓
年
）
に
桧
皮
屋
根
を

葺
き
変
え
る
さ
い
、
銅
板

に
葺
き
変
え
ら
れ
た
。

江
戸
時
代
（
皿
ｌ
卿
年
）

と
く
に
脚
年
代
に
な
っ
て

江
戸
幕
府
の
金
と
力
で
多

く
の
労
働
力
を
集
め
て
伸

銅
す
る
こ
と
が
で
き
、
徳

川
幕
府
の
多
く
の
建
物
が

銅
瓦
に
葺
き
変
え
ら
れ
た
。

銅
板
は
腐
ら
な
い
の
と
加

工
の
し
や
す
さ
、
ま
た
経

年
す
る
と
緑
青
で
表
面
が

美
し
く
な
る
こ
と
か
ら
重

要
な
建
物
に
は
多
く
使
わ

れ
て
き
た
。

屋
根
を
葺
い
て
い
た
職

人
は
仏
具
や
装
飾
飾
り
を

作
っ
て
い
た
か
ざ
り
職
人

が
伸
銅
技
術
や
加
工
に
携

わ
っ
た
。
こ
の
た
め
つ
い

最
近
ま
で
私
た
ち
の
職
業

は
『
錨
工
』
と
呼
ば
れ
て

い
た
し
、
ま
た
現
場
の
日

報
な
ど
も
鋳
工
の
柵
が
あ

り
板
『
一
と
い
う
欄
は
な

､雫．．…電今Jﾉー

っ
た
よ
う
で
、
毎
号
の
よ

う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。

昭
和
卿
年
に
真
木
な
し

瓦
棒
、
魂
年
に
は
折
板
Ｓ

帥
の
三
晃
金
属
工
業
㈱
の

工
業
所
有
権
の
期
限
が
切

れ
て
ど
こ
の
問
屋
さ
ん
で

も
成
型
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
カ
ラ
ー
鉄
板
も
発

売
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
合

わ
せ
て
長
尺
鉄
板
屋
根
が

よ
り
一
層
普
及
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
受
注
競
争
が
激
化
し
て

安
値
競
争
に
な
っ
て
き
て

い
た
。昭

和
印
年
代
に
入
っ
て

塩
ビ
鋼
板
や
耐
酸
被
覆
鋼

板
・
カ
ラ
ー
ァ
ル
ミ
・
カ

ラ
ー
ス
テ
ン
レ
ス
・
ガ
ル

バ
リ
ュ
ウ
ム
鋼
板
な
ど
ぞ

く
ぞ
く
と
新
し
い
材
料
が

市
場
に
出
回
っ
て
き
た
。

ま
た
横
葺
き
屋
根
が
開

発
さ
れ
て
か
ら
は
、
そ
れ



別
％
以
上
、
女
性
の
場
合

で
釦
％
以
上
の
状
態
で
あ

れ
ば
肥
満
の
状
態
で
す
。

同
じ
身
長
で
同
じ
体
重
の

人
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
で
鍛

え
て
い
る
人
の
場
合
は
脂

肪
は
略
％
程
度
の
場
合
が

多
い
の
で
す
。
逆
に
単
に

中
年
太
り
の
場
合
は
妬
１

釦
％
な
ど
に
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
筋
肉
が
増

え
て
体
重
が
増
え
る
「
堅

太
り
」
と
脂
肪
が
増
え
て

体
重
が
増
え
る
肥
満
と
は

違
い
ま
す
。

◎
年
令
的
に
み
る
と
、
現

在
、
日
本
人
の
ｍ
代
、
加

代
の
若
い
人
の
場
合
は
、

肥
満
は
岨
人
に
１
人
以
下

で
す
。
一
番
多
い
の
は
中

年
の
女
性
で
、
印
代
の
女

性
の
場
合
は
４
人
に
１
人

が
肥
満
で
す
。
帥
代
、
ｍ

代
に
な
る
と
肥
満
者
が
減

っ
て
ｎ
人
に
１
人
く
ら
い

に
な
り
ま
す
。

◎
肥
満
は
「
な
ぜ
体
に
悪

い
の
か
」
・
…
．
．
一
番
の

ポ
イ
ン
ト
は
「
平
均
寿
命

が
短
い
」
、
こ
れ
は
生
命

保
険
会
社
の
統
計
な
ど
で

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
、
肥
満

は
い
ろ
い
ろ
な
成
人
病
を

合
併
し
や
す
く
な
る
の
で

す
。
次
回
は
そ
れ
に
つ
い

て
書
き
ま
す
。
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農

穏
や
か
な
新
春
を
迎
え

た
１
月
５
日
蒲
郡
ホ
テ
ル

竹
島
に
於
て
午
後
６
時
よ

り
来
賓
に
県
板
平
野
理
事

長
を
は
じ
め
商
社
の
方
を

お
招
き
し
組
合
員
印
余
名

１
月
５
日
小
春
日
和
の

日
曜
日
、
恒
例
の
新
年
宴

会
が
江
南
駅
近
く
に
あ
る

割
一
黒
「
つ
た
や
」
に
於
て

午
後
４
時
よ
り
参
加
者
旧

名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
井
幻
支
部
長
の
年
頭

の
挨
拶
、
組
合
事
業
報
告

発
表
の
後
、
滝
伸
次
氏
の

乾
杯
の
音
頭
で
宴
会
に
入

っ
た
。

戸司

日
頃
の
仕
事
の
苦
労
話
、

昨
年
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ
等
の

話
に
花
が
咲
き
、
酒
食
も

進
み
、
参
加
者
全
員
新
年

の
短
く
て
楽
し
い
一
時
を

満
喫
し
、
不
況
が
崎
か
れ

て
い
る
本
年
の
益
々
の
飛

躍
を
誓
い
合
い
、
午
後
７

時
に
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り
】

＆
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ｌ
新
春
の
集
い 駒

平
成
４
年
１
月
Ⅲ
．
ｎ

日
の
両
日
恒
例
の
親
睦
旅

行
を
行
っ
た
。
行
先
は
東

京
。
参
加
者
は
記
名
と
例

年
よ
り
多
く
、
午
前
８
時

豊
田
を
出
発
、
一
路
東
名

高
速
を
東
京
へ
。
途
中
富

士
山
を
眺
め
な
が
ら
の
バ

ス
の
旅
、
車
中
ア
ル
コ
ー

ル
も
入
っ
て
和
気
ア
イ
ァ

ィ
、
東
京
で
は
首
都
高
速

の
渋
滞
を
抜
け
て
東
京
港

日
の
出
桟
橋
よ
り
隅
田
川

を
観
光
船
で
浅
草
ま
で
川

を
上
っ
た
。
川
に
か
か
る

橋
の
多
さ
と
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
開
発
の
規
模
の

大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
一
日
目
の
泊
り
は
、

上
野
公
園
の
そ
ば
、
森
鴎

し
た
。
二
日
目

は
浅
草
・
浅
草

寺
の
参
拝
と
仲

見
世
で
買
物
を

し
た
後
、
明
治

神
宮
に
初
詣
で

に
向
か
い
昇
殿

し
て
お
払
い
を

受
け
、
全
員
本

年
が
よ
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う

願
を
か
け
、
帰

路
に
着
い
た
。

両
日
共
天
気
に

恵
ま
れ
て
楽
し

い
旅
行
が
で
き

ま
し
た
。

豊
田
松
井

辺
は
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

で
見
た
通
り
、
一
目
で
そ

れ
と
わ
か
る
イ
ラ
ン
人
の

男
性
が
数
多
く
た
む
ろ
し

て
お
り
異
様
な
雰
囲
気
で

る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
正
確
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
肥
満
と
は
た
だ
単
に
体

重
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
「
体
脂
肪
」
が

多
い
状
態
を
い
い
ま
す
。

。
「
体
脂
肪
」
の
通
常
の

割
合
は
、
成
年
男
子
で
体

の
略
ｌ
肥
％
、
女
性
の
場

合
で
別
ｌ
妬
％
で
あ
れ
ば

標
準
で
す
。

◎
ま
た
、
男
性
の
場
合
は

ｌ
東
三
支
部

で
開
催
し
た
。
伊
藤
副
組

合
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

組
合
長
の
年
頭
の
挨
拶
で

今
年
は
昨
年
に
続
く
不
景

気
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
頑
張

外
が
、
舞
姫
を
出
筆
し
た

旅
館
で
し
た
。
上
野
駅
周

得しプ

『
肥
満
か
ら
の
脱
出
①
』

豊
田
支
部

。
「
私
は
太
っ
て
る
の
で

は
？
」
…
…

食
べ
物
が
豊
富
な
今
、
こ

れ
を
気
に
し
て
い
る
人
が

多
い
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ

で
、
肥
満
と
は
ど
う
い
う

状
態
を
い
う
の
で
し
ょ
う

か
？
・
・
…
．
よ
く
「
標
準

体
重
」
と
い
う
言
葉
に
お

目
に
か
か
り
ま
す
。
一
般

に
（
身
長
１
１
０
０
）
×

０
．
９
と
い
う
数
式
で
、

こ
れ
と
比
較
し
て
判
断
す

愛

っ
て
ほ
し
い
と
話
さ
れ
、

平
野
理
事
長
か
ら
は
「
労

務
管
理
」
に
つ
い
て
有
意

義
な
話
を
聞
き
夢
と
希
望

を
与
え
ら
れ
た
。
又
商
社

よ
り
祝
詞
を
頂
き
、
蒲
郡

山
本
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯

し
懇
親
会
に
入
っ
た
。

昨
年
よ
り
出
席
者
も
多
く

お
酒
の
方
も
す
す
み
、
和

や
か
な
ム
ー
ド
の
中
で
、

カ
ラ
オ
ケ
・
ダ
ン
ス
等
楽

し
く
行
な
わ
れ
た
。
組
合

員
の
輪
が
あ
ち
こ
ち
に
で

き
話
も
は
ず
ん
で
い
ま
し

た
。午

後
９
時
過
ぎ
解
散
と
な

っ
た
。
東
三
脇
坂

親
睦
旅
行
催
す
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つ
い
先
日
新
年
を
迎
え

た
ば
か
り
な
の
に
、
時
の

過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で

「
如
月
」
二
月
に
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
。

あ
る
時
、
フ
シ
と
不
思

議
に
思
う
事
が
あ
る
。
な

ぜ
一
月
元
旦
は
こ
の
時
に

来
る
の
か
？
前
の
日
で
も

後
の
日
で
も
な
く
、
な
ぜ

此
の
日
が
元
旦
な
の
か
？

別
に
難
し
く
考
え
る
事
で

も
な
く
、
年
号
が
設
定
さ

れ
た
過
去
か
ら
順
次
に
来

て
偶
然
そ
の
日
が
元
旦

に
な
っ
た
だ
け
だ
が
何
か

こ
だ
わ
る
の
で
あ
る
。

毎
年
、
春
夏
秋
冬
同
じ

事
が
繰
り
返
さ
れ
、
地
球

上
の
人
間
の
喜
び
も
悲
し

み
も
関
係
な
く
確
実
に
時

は
刻
み
続
け
ら
れ
る
。

そ
し
て
時
と
時
の
空
間
に

一
月
元
旦
が
来
る
の
だ
が

今
こ
の
時
は
再
び
絶
対
に

帰
っ
て
こ
な
い
。
こ
れ
ま

で
「
時
は
金
な
り
」
と
よ

く
言
わ
れ
た
。
人
生
八
十

年
長
い
様
で
短
い
。
今
年

も
「
今
こ
の
時
」
の
空
間

を
ム
ダ
に
し
な
い
様
、
意

義
深
い
一
年
に
し
た
い
と

思
う
。一

月
二
十
九
日
附
晴

二
五
八
号
編
集
会
議

委
員
十
一
名
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧

就
業
規
則
と
は
、
職
場

に
於
い
て
労
働
者
が
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
就
業

上
の
規
律
を
決
め
、
労
働

者
の
労
働
条
件
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
も
の
で
す
。

就
業
規
則
に
よ
っ
て
、

労
働
条
件
や
職
場
規
律
を

は
っ
き
り
さ
せ
て
初
め
て

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け

又
、
職
場
の
秩
序
が
確
立

し
、
能
率
の
高
い
労
働
が

実
現
で
き
る
の
で
す
。
就

業
規
則
は
労
務
管
理
の
第

一
歩
と
い
え
る
で
し
ょ
一
％

こ
れ
ら
に
就
い
て
も
労
働

時
間
の
短
縮
・
週
休
二
日

制
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、

良
質
の
労
働
力
を
確
保
し

て
い
く
に
は
、
職
場
の
労

働
条
件
を
明
確
に
し
整
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
即
ち
／
職

場
の
「
憲
法
」
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

使
用
者
の
作
成
義
務

常
時
ｎ
人
以
上
の
労
働

者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
使
用
者
は
就

業
規
則
を
作
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
一
時
的
に

労
務
管
理

就
業
規
則
の
作
成
と

届
出
に
つ
い
て

休
憩
時
間
、
休
日
、
休

暇
並
び
に
労
働
者
を
二

組
以
上
に
分
け
て
交
替

さ
せ
る
場
合
に
於
い
て

は
、
就
業
時
転
換
に
関

す
る
事
項

圏
賃
金
（
臨
時
の
賃
金
は

除
き
ま
す
）
の
決
定
、

計
算
及
び
支
払
の
方
法
、

賃
金
の
締
切
り
及
び
支

払
の
時
期
、
昇
給
に
関

す
る
事
項

△
賃
金
額
、
賃
金
ベ
ー
ス

そ
の
も
の
を
規
定
す
る

も
の
で
は
な
く
、
賃
金

決
定
の
要
素
・
賃
金
体

系
な
ど
・
計
算
方
法
及

び
月
給
制
・
日
給
制
・

出
来
高
払
制
な
ど
の
方

法
を
い
い
ま
す
。

回
退
職
に
関
す
る
事
項

解
雇
を
含
み
、
労
働
者

が
使
用
者
と
の
関
係
で

そ
の
地
位
を
喪
失
す
る

全
て
の
場
合
に
関
す
る

事
項
で
す
。

相
対
的
必
要
記
載
事
項

そ
の
事
項
に
つ
き
何
ら

か
の
定
め
を
す
る
場
合
に

は
、
必
ず
就
業
規
則
に
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
項
で
す
。

皿
退
職
手
当
に
関
す
る
事

項適
用
労
働
者
の
範
囲
、

退
職
手
当
額
の
決
定
の

た
め
の
要
素
、
算
定
方

法
、
一
時
金
で
支
払
う

の
か
年
金
で
支
払
う
の

か
及
び
支
払
の
時
期
等

を
規
定
し
ま
す
。

色
々
と
記
述
し
ま
し
た

が
、
次
回
は
そ
れ
ら
の
内

容
を
条
文
化
し
た
例
題
に

よ
り
説
明
致
し
ま
す
。

沼
崖

訓
練
修
了
者
に
対
し
特

別
の
処
遇
を
す
る
場
合

に
は
、
そ
れ
に
関
す
る

事
項
な
ど
で
す
。

回
災
害
補
償
及
び
業
務
外

の
傷
病
扶
助
に
関
す
る

事
項

団
表
彰
及
び
制
裁
の
種
類

及
び
程
度
に
関
す
る
事

項
圏
以
上
の
１
１
７
ま
で
の

ほ
か
、
事
業
場
の
す
べ

て
に
適
用
あ
る
事
項
、

欠
勤
・
遅
刻
・
早
退
・

外
出
・
出
向
・
配
転
・

休
職
・
旅
費
・
技
能
教

育
・
福
利
厚
生
な
ど
の

事
項
で
す
。

任
意
的
記
載
事
項
と
は
、

前
記
の
事
項
以
外
の
事
項

で
も
定
め
る
事
は
事
業
者

の
自
由
で
す
。
尚
こ
れ
ら

の
事
項
を
一
つ
に
ま
と
め

る
事
が
非
常
に
困
難
な
場

合
は
別
々
に
規
定
を
定
め

る
事
が
出
来
ま
す
。

ｎ
人
未
満
に
な
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
Ⅲ
人
以
上
を

使
用
す
る
の
が
常
態
で
あ

れ
ば
、
そ
の
場
合
で
も
作

成
義
務
が
あ
り
ま
す
。
但

し
、
常
時
加
入
未
満
の
場

合
に
於
い
て
は
就
業
規
則

を
作
る
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
後
日
の
紛

争
を
避
け
る
た
め
に
も
作

成
し
備
え
て
お
く
事
が
望

ま
し
い
。
特
に
人
手
不
足

解
消
の
た
め
に
求
人
募
集

の
際
に
は
大
い
に
活
用
出

来
る
の
で
、
利
用
価
値
は

一
局
い
の
で
は
な
い
か
。

届
出
義
務
と
手
続

就
業
規
則
を
作
成
し
た

と
き
に
は
、
使
用
者
は
事

業
場
を
管
轄
す
る
労
働
基

準
監
督
署
長
に
届
出
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

届
出
は
就
業
規
則
に
労
働

者
の
過
半
数
で
組
織
す
る

労
働
組
合
、
又
は
労
働
者

の
過
半
数
を
代
表
す
る
者

の
意
見
を
記
載
し
た
書
面

を
添
え
、
尚
意
見
書
に

は
労
働
者
代
表
の
署
名
ま

た
は
記
名
押
印
が
必
要
で

す
。
い
っ
た
ん
届
出
た
就

図
臨
時
の
賃
金
等
及
び
最

低
賃
金
額
に
関
す
る
事

項支
払
条
件
、
支
給
額
の

計
算
方
法
、
支
給
期
日

な
ど
を
具
体
的
に
規
定

し
ま
す
。

園
労
働
者
の
食
費
、
作
業

用
品
そ
の
他
の
負
担
に

関
す
る
事
項

「
そ
の
他
負
担
」
と
は

社
宅
費
・
寮
費
・
共
済

組
合
費
な
ど
、
労
働
契

約
に
基
づ
き
労
働
者
に

対
し
て
課
す
る
経
済
負

担
で
す
。

園
安
全
及
び
衛
生
に
関
す

る
事
項

安
全
衛
生
に
関
す
る
規

定
に
つ
い
て
は
、
安
全

委
員
会
又
は
衛
生
委
員

会
の
審
議
を
経
る
必
要

が
あ
る
と
解
さ
れ
て
い

ま
す
。

固
職
業
訓
練
に
関
す
る
事

項職
業
訓
練
の
種
類
・
内

容
・
期
間
・
資
格
、
訓

練
中
の
労
働
者
に
対
す

る
特
別
の
権
利
義
務
を

設
定
す
る
場
合
に
は
、

そ
れ
ら
に
．
ゾ
る
事
項

業
規
則
に
変
更
が
生
じ
た

場
合
に
も
届
出
を
す
る
事

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
作

成
・
届
出
を
怠
っ
た
場
合

に
は
使
用
者
は
皿
万
円
の

罰
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

就
業
規
則
で

定
め
る
事
項
は

就
業
規
則
は
、
そ
の
会

社
の
経
営
状
態
や
業
種
業

態
の
実
情
に
合
せ
て
必
要

な
事
項
を
定
め
れ
ば
良
い

わ
け
で
す
。
し
か
し
、
ど

ん
な
定
め
を
し
て
良
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
又

労
働
条
件
の
基
本
と
な
る

よ
う
な
重
要
な
事
項
が
定

め
て
な
か
っ
た
り
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
労
基
法
で

は
、
就
業
規
則
に
記
載
す

べ
き
事
項
に
は
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
必
ず
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
項

②
そ
の
事
項
に
つ
い
て
定

め
を
す
る
場
合
に
は
必

ず
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
項

③
使
用
者
が
任
意
に
記
載

す
る
事
が
出
来
る
事
項

絶
対
的
必
要
記
載
事
項

如
何
な
る
場
合
で
も
必

ず
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
項
で
す
。
こ
れ
ら

に
就
い
て
も
、
ど
れ
か
一

つ
で
も
記
載
し
な
い
と
作

成
義
務
を
果
し
た
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

皿
始
峰
二
・
終
業
の
時
刻
、

△
編
集
後
記

第２５８号


